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１．人口普及率と下水道接続人口の推計
　人口普及率＊は、微増を続けており２０３５年度には９９．５％となる見込みです。一方、町田市未来
づくり研究所の「町田市将来人口推計報告書」の推計値を踏まえると、下水道接続人口は徐々に減
少し、２０３５年度には４０４，５１５人となる見込みです。

図３－１　人口普及率と下水道接続人口の推計

年度 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035
下水道接続人口 420,986 419,605 417,989 416,250 414,378 412,409 410,471 408,429 406,382 404,515
人口普及率 99.2 99.3 99.3 99.3 99.3 99.3 99.3 99.4 99.4 99.5

図3-1 人口普及率と下水道接続人口の推計
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２．有収水量と下水道使用料収入の推計
　下水道接続人口の減少や節水型機器の普及、節水意識の高まりなどにより、有収水量の減少が見
込まれ、現在の推移を踏まえると２０３５年度には３，８８８万㎥となる見込みです。
　また、現行の使用料体系を維持した場合、有収水量の減少に伴い、下水道使用料収入も２０３５年
度には４７億円まで減少する見込みです。
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図3-2 有収水量と下水道使用料収入の推計
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図３－２　有収水量と下水道使用料収入の推計
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　長期的な視野に立った今後の下水道のあり方に関する基本方針や施策の方向性については、
２０１２年度から概ね３０年先を見据えた計画である「町田市下水道ビジョン」に定めています。
　基本理念『次世代につなげる良好な水環境を目指して』の達成に向けて、３つの基本方針『環境
に配慮した施設整備を行い、より良い環境づくりを進めます』 『災害に強いまちづくりを進め、安
心な暮らしを築きます』 『効率的で健全な経営を図り、より良い下水道サービスに取り組みます』
に沿って事業に取り組んでいます。
　下水道事業を取り巻く経営環境は厳しさを増し、多様な課題が明らかになっています。今後、喫
緊あるいは中長期的な課題の解決に取り組み、経営を持続的かつ安定的なものとして次世代につな
いでいくことが必要です。
　これらを踏まえて、改定前の経営戦略（前計画）に引き続き、『効率的で健全な経営を図り、
より良い下水道サービスを提供する』 ことを経営の基本方針とします。

図４－１　町田市下水道事業の基本理念と基本方針（「町田市下水道ビジョン」から作成）

図４－１　町田市下水道事業の基本理念と基本方針（「町田市下水道ビジョン」（2012年3月策定）か
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